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《調査結果の概要》 調査日：5月14,15日（前回調査日は5月7，8日）
・ 調査地点の表層水温は９．７～１０．０℃（前回9.3～13.2℃）、１０ｍ水温は９．３～９．７℃（前

回7.2～7.8℃）でした。
・ ホタテ浮遊幼生は、唐桑砂子浜では、大型（付着期）幼生が３～３３個（前回34～40個）、中小

型が１１～７８個（前回433～897個）と若干減少しました。一方、唐桑砂子浜の試験採苗器への
ホタテ稚貝の付着（5/7～14の8日間）は１２～３５個と前回（15個・4/27～5/7の11日間）よりも増
加しました。

・ また、本吉蔵内でも大型幼生が１０個（前回2個）、中小型幼生が４４個（前回56個）と大型幼生
が増加しています。また、本吉蔵内の試験採苗器へのホタテ稚貝の付着（5/8～15の8日間）は
１１１個と前回（0個・5/1～8の8日間）よりも大幅に増加しました。

・ 歌津泊の試験採苗器にも６７個（5/8～15の8日間）のホタテ稚貝の付着が確認されました。
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表 浮遊幼生調査結果

県外情報
青森県 ・陸奥湾全域で幼生付着は終盤、付着数は平年よりかなり多くなる見込み（5/12の情報）

岩手県 ・大型のラーバ急増、採苗器の投入時期（間もなく付着盛期）に入った（5/14の情報）

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ他 付着稚貝数

250ﾐｸﾛﾝ以下 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数 個体／袋

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ3 （投入日-回収日）

唐桑砂子浜
（岸側）
５／１４

9.7/9.3 78 33 4
12

（5/7-5/14）

唐桑砂子浜
（沖側）
５／１４

10.0/9.7 11 3 0
35

（5/7-5/14）

本吉蔵内
５／１５ 10.0/9.3 44 10 8

111
（5/8-5/15）

歌津泊
５／１５  - / - - - -

67
（5/8-5/15）

調　査　海　域
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

ホタテガイ浮遊幼生数　個体/ｍ3


